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リング状マグネットを通る波申こついては,書いた通 りであるが, リングの内を通った波 と
リングの外を通った波がflux分だけ位相差を作ったあとでimageを形成するのであるから,
imageの所では,この位相差を持ったままである｡位相が波の進行につれて変わるときは波面
の間隔が変わるのであるから,実物のリングが平面でも,imageではリングは平面でなく,内
が-こんだものになっている(波長の数倍ほど)｡次に,imageを通 りぬけた波に参照波を干
渉させてホログラムを作る｡このホログラムにはimageの各点から出た波と参照平面波の干渉
模様が記録される｡実際には,さらに数千倍に拡大して写真乾板のホログラムを作 り,これに
レーザー光をあてて, レンズによってimageを再生する｡この再生した像(少し-こんだ像)
には,元のimageの所の波の位相 も再生されている｡再生像にレーザーの参照波をあてて
干渉模様を作るのであるから,flux分の位相差が見られるのである｡再生像をdefocusして元
のimageの前後を再生しても,位相差には変化がないだろう｡
私の誤 りは,実物からimageを作るときに実物附近の波の様子がimageにもちこされるだろ
うと考えたことにある｡
少によって考えたときは以上でもう誤 りないと思 う｡しかしサOによって考えたときは,同じ
結論になる筈であるが,実は:,どうしてよいのか分らない｡中波ではリング内外を通る部分に
位相差ができるが,リングの蔭の所で少は連続にっながる｡これに反して,少o波ではリング内
外を通るとき位相差ができず,蔭の所で不連続になる｡即ち,いつのまにか位相差ができる｡
これがimageにもちこまれたとき,どうなるのだろう｡
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